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摘 要
マレーシア・Sabah 州では生物多様性保全のため
に 2 つの森林保護区（Kinabalu Park，Crocker
Range Park）の連結性を高めるプロジェクト





























Forest Spine，Heart of Borneo や Kinabalu Ecolinc
（以下，キナバルエコリンク）といったプロジェクト
が進められている（Ministry of Natural Resources
and Environment, 2016）。
キナバルエコリンクは，森林保護区であるキナバ





が設定されている（Ministry of Natural Resources
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四方である（N6°5′ 47⼱-N5°49′ 28⼱，W116°2′ 19⼱-
W116°37′ 43⼱）。現地調査はキナバル国立公園に近
























brasiliensis のプランテーションであった。plot 2 は
ゴムプランテーションを伐採した後にできた二次林
であり，30 年以上前に伐採された後は伐採されてい
ない。plot 3 は数度の択伐はあったものの，100 年
以上皆伐されていない。
母樹クラスの本数密度とサイズ構造を明らかにす






調査区内部に半径 15 m の円形調査区を設定し，調
















母樹クラスの地上幹数，DBH は plot 3 で最も大
きく plot 1 で最も小さかった。plot 1 では胸高直径
は 40 cm未満であり，plot 2 ではいずれも 60 cm未
満であった。plot 3 では胸高直径 100 cm を超える
ものも 4本生育していた（Fig. 2）。plot 1，2，3 にお
ける母樹クラスの DBH と標準誤差はそれぞれ
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36.4±2.0 cm，38.6±1.4 cm，55.7±4.0 cmであっ
た。
若木クラス以上では，地上幹数は plot 2 で最も多
く plot 1 で最も少なかった（Fig. 3）。plot 1，2，3 の
DBH はそれぞれ 17.0±0.8 cm，12.7±0.8 cm，
20.0±2.2 cmであった。BAは plot 3，2，1 の順で
大きくなっていた（Fig. 3）。plot 1 では DBH10 cm
未満の個体が 5.7％であったのに対し，plot 2 と
plot 3 では DBH10 cm 未満がそれぞれ 53.7％と
40.2％であった（Fig. 3）。plot 1，2，3 の BA合計は
それぞれ 19.26，31.52，106.19 m2/ha であった。
plot 1～3 でそれぞれ 1，3，4種のシロアリが認め
られた（Table 1）。plot 3 では立木上を含む 3 タイ
プの営巣場所のシロアリが生息していたのに対し，




















園（7 万 ha）とクロッカーレンジ国立公園（14 万
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れていた（Figs 2 and 3）。plot 2 の若木クラス以上
の個体数は 3つのプロットで最も多かったが大径木
は少なかった（Figs 2 and 3）。plot 3 では若木クラ
スも多く母樹も多数生育し，plot 1 や 2 に比べて裾
の長い L字型のDBH頻度分布を示した（Fig. 3）。
これらは，plot 1 では更新個体が生育しておらず
plot 2 や 3 のような二次林に比べて森林としての持
続性に乏しいことを示唆している。
plot 2 と plot 3 では立木密度に大差はなかったも
のの，plot 3 の BA合計は plot 2 の約 3 倍であり，
生物体量に違いがあることを示している。またシロ
アリ類の調査結果は plot 3 でシロアリのニッチが多
様であることを示唆しており，これは plot 3 では
plot 2 よりもシロアリの機能的多様性が高いことを
意味する。こうした生物体量や機能的多様性の違い
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Summary
The Kinabalu Ecolinc, which is a project to increase connectivity between two forest reserves (Kinabalu Park
and Crocker Range Park) for biodiversity conservation, have been promoting in Sabah states in Malaysia. In
present report, to provide supportive information for the Kinabalu Ecolinc, we constructed land-use map and
investigated the forest current status (size structure, basal area, and termite composition) for three forest plots in
the project region.
Land-use map was constructed on OpenStreetMap based on the satellite images. According to the map data, the
percentage of forest area was 88.9% in the project region. Three forest plots differed in the size structure, total
basal area, and termite composition, suggesting that forests in the project region includes variations in viability,
biomass, and biodiversity. These results suggest that to reach the goal of the project, forest reserves should be
arranged and managed with considering the status and function of forests in the region.
Keywords: landuse map, OpenStreetMap, termite composition, tree size structure
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